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　がおすすめする本は、池
上彰さんの『ノーベル平

和賞で世の中がわかる』です。
　この本では、ノーベル平和賞
受賞者を年代別に解説してあり、
歴史の流れとともに変わりゆく、
「平和のあり方」が見えてきま
す。
　受賞者の１人、ワンガリ・
マータイさんについて紹介しま
しょう。

　 彼 女 は
「もったいな
い」という
日本語を、
そ の ま ま
「Mottainai」
として世界
に広めたこ
とでも知ら

れています。
　彼女の受賞理由の一つには、
「環境保護活動」が挙げられて
いますが、このことについて著
者は、「近年、気候変動によっ
て水害や干ばつが起きるケース
が増えてきた。環境の悪化で生
まれた環境難民の人々が食料や
水を求めることで、新たな戦争
や紛争が発生する。環境を守る
取り組みが紛争を事前に予防す
る考え方である」と解説してい

ます。
　平和維持の概念は時代ととも
に少しずつ変化していくものな
のだと実感しました。
　この本を通して、世界の歴史
を色濃く反映したノーベル平和
賞と受賞者の「平和に向けての
強い信念」を、皆さんも感じて
みませんか。
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～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
『ノーベル平和賞で世の中がわかる』（池上 彰著）

今月の案内人

早  智香さん
〔早川区〕

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人３冊まで、８日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
　 klg110@town.kosa.lg.jp

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

昭和64年に起きたＤ県史上最

悪の誘拐殺人事件を巡り、刑事

部と警務部が全面戦争に突入。

広報の三上は己の真を問われる

ことに…。骨太のストーリー展

開、圧倒的な臨場感とリアリ

ティ。特に終盤の勢いと、驚愕

の真実は、警察小説ファン、ミ

ステリー小説ファンのどちらも

うならせてしまう傑作。警察小

説の真髄がこの１冊にあります。

文藝春秋

小説

史上最悪の誘拐殺人事件の真実は
横山 秀夫著 /『６４（ロクヨン）』

おいしく、効率的に野菜がとれる
主婦の友社編 /『一日分の野菜がとれる「主役スープ」』

子どもの名前に込められた親の愛
室井 滋作・長谷川 義史絵 /『しげちゃん』

女の子なのに「しげる」。もっ

とかわいい名前だったらいいの

に…。しげちゃんは自分の名前

が大嫌い。でも、子どもの幸せ

を願って、親が名前をつけたこ

とを知って…。女優の室井滋の

名前にまつわるユーモラスなエ

ピソードに、長谷川義史のおお

らかで味わい深い絵が魅力的。

笑って、泣いて、元気が出て、

読み聞かせにもおすすめです。

金の星社

児童書

監視下の生活、偽装経歴、脱出

の誘惑、洗脳教育、戦争の恐怖、

飢餓と配給、電撃帰国の真相…。

「北」での24年間を初めてつ

づった迫真の手記。拉致被害者

が帰国して10年が経ったが、

いまだ全容は明らかにされず、

解決には程遠い。ここにつづら

れた「当事者の苦悩」は胸に迫

り、１日も早い解決をと改めて

願わずにはいられない１冊です。

新潮社

一般書

「北」での24年間、迫真の手記
蓮池 薫著 /『拉致と決断』

スープ１つ作るだけで、１皿に

約２分の１日分の野菜が取れ、

お腹も大満足。誰もが名前を

知っているものから、作ってあ

げたらほめられそうなおしゃれ

なものまで、バリエーションも

豊富。簡単でおいしい、初心者

にもおすすめのレシピ集です。

この「主役スープ」を活用して、

おいしく、効率的に野菜を食べ、

冬を元気に過ごしましょう。

主婦の友社

娯楽教養

ノーベル平和賞の111年の歴史は、20
世紀から21世紀の現代史そのもの。
同賞から、戦争や紛争、貧困、疾病を
なくそうという人々の努力を垣間見る。
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Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

気 づ い て い ま す か、
自 分 の 思 い 込 み に
　年齢や性別、出身地、障がいの有

無、文化や習慣の違いなどで、「○

○だから…だろう」「○○は…こう

あるべき」といった考え方をしてし

まうことはありませんか。

　一方的な決めつけや固定観念など

で、その人の能力や人柄を判断した

り、相手の意見を聞かずに考え方を

押しつけたり…。

　思い込みや偏見による言葉や行動

は相手の心を傷つけ、その人の夢や

活躍の場を奪うことにもつながりま

す。

気 づ い て い ま す か、
あなたも当事者であること
　自分らしく、幸せに生きるために、

「人権」は私たちみんなが持ってい

るかけがえのない権利です。

　でも「自分には関係ないことだ」

と思っていませんか。

　日常の何気ない行動や会話の中で、

あなたが誰かにつらい思いをさせて

いたり、逆にあなた自身が傷つけら

れたり、悲しくなったり…。

　人権問題は、誰もがかかわってい

る大切な問題なのです。

気 づ い て い ま す か、
ほ か の 人 の 気 持 ち に
　「個人の人権」を尊重することは、

「自分さえよければ」ということで

はありません。

　相手の立場を考えない言葉や行動

は人を傷つけ、さらには差別を助長

することにもつながります。

　誰もが心豊かに生活できる社会に

するためには、正しい知識を持ち、

相手の立場に立って考えることが大

切です。

『人権啓発ＰＲＥＳＳ

　　　　　ＴＨＥ　ハート』より

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務

　TEL096-234-2447（内線321）
　 klg110@town.kosa.lg.jp

　
12
月
３
日
（
月
）
玉
名
郡
公

民
館
連
合
会
か
ら
４
町
の
公
民

館
関
係
者
９
人
が
、
町
公
民
館

を
視
察
研
修
で
訪
れ
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
公
民
館
講
座
や

出
前
講
座
の
運
営
な
ど
に
つ
い

て
説
明
。
行
政
区
公
民
館
活
動

や
、
公
民
館
主
事
に
関
す
る
助

成
金
、
町
公
民
館
運
営
審
議
会
、

出
前
講
座
で
行
わ
れ
て
い
る
保

健
活
動
、
各
行
政
区
や
地
区
体

育
協
会
で
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
な

ど
に
つ
い
て
質
問
が
集
中
し
ま

し
た
。

　
研
修
を
受
講
し
た
公
民
館
関

係
者
は
、
今
後
の
同
郡
内
で
の

公
民
館
活
動
に
つ
い
て
「
甲
佐

町
の
活
動
を
参
考
に
し
て
、
活

性
化
を
図
り
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
12
月
６
日
（
木
）、
町
公
民

館
主
催
講
座
「
郷
土
の
歴
史
を

訪
ね
て
」（
第
３
回
）
は
、
御

船
町
の
史
跡
を
訪
ね
、
同
町
の

歴
史
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
、
御
船
町
教
育
委
員

会
の
橋
口
さ
ん
を
招
き
、
参
加

者
は
22
人
。

　
午
前
は
、
甲
斐
宗
運
の
居
城

と
言
わ
れ
る
御
船
城
址
に
登
っ

て
町
内
を
眺
望
し
、
石
橋
の
門

前
川
橋
、
日
向
往
還
の
石
畳
や

八
勢
眼
鏡
橋
、
円
柱
状
の
欄
干

や
下
鶴
眼
鏡
橋
を
見
学
し
ま
し

た
。

　
午
後
は
、
室
町
時
代
の
釈
迦

三
尊
像
が
あ
る
東
禅
寺
、
中
道

橋
、
小
坂
・
大
塚
古
墳
、
酒
蔵

を
再
生
計
画
中
の
街
な
か
ギ
ャ

ラ
リ
ー
も
見
学
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
60
代
の
男
性
は
、

「
昔
の
人
々
の
根
気
よ
い
作
業

や
、
す
ば
ら
し
い
能
力
に
脱
帽

で
す
ね
」
と
話
し
ま
し
た
。

玉
名
郡
公
民
館
連
合
会
が
来
町

▼

視
察
研
修

御
船
町
の
史
跡
を
見
学

▼

郷
土
の
歴
史
を
訪
ね
て

▲研修を受講する玉名郡の公民

館連合会関係者

▲御船町の史跡を訪ねて学習す

る参加者

▲

町公民館からのご案内

 「町民大学」植木市見学

●開催日時　１月30日（水）

　・出発　午前９時30分

　・到着　午後３時

●集合場所　町生涯学習センター

●会場　県農業公園　

●参加費　無料（昼食は各自負担）

●定員　一般参加者・10人程度

●申込開始日　１月７日（月）

 「たこあげ大会」

●開催日時　１月19日（土）午前

　10時

●会場　中甲橋グリーンパーク

※たこは各自持参してください。

※雨天の場合は中止となります。


